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令和５年度 学校評価（保護者・児童）アンケート結果について 

川西市立清和台南小学校 

 校長    坪田 城達 

２学期末に清和台南小学校の教育活動について学校評価アンケートをお願いいたしました。 

その結果を踏まえ、本年度の教育活動に対する自己評価を行い、その内容も含めて本校学校

運営協議会で講評いただきましたので、ご報告いたします。これらの結果につきましては、今後の

教育活動に活かしていきたいと考えております。今後も、本校教育活動の推進にご理解とご協力

を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

「学校は楽しいですか。」の質問に対し、「楽しい」「まあまあ楽しい」という回答の割合が９０％以上を占めていま

す。今年度は学年相互の関係を深めるために学年をまたいだ縦割りでの清掃活動を行いました。また、計画委員主

催の清南オリンピックなどのイベントや各学年、委員会が主催のイベントをはじめ、自分たちで企画したことを学校全

体に広げて実施できています。月ごとに何かしらのイベントを開催しているので、一人ひとりの児童が興味あるものに

参加できたこともあり、学校は楽しいと感じる児童が多くなったのではないかと考えられます。しかし、その反面「あまり

楽しくない」「楽しくない」と回答している児童も１０％近くいるので、このような児童の意見や気持ちも汲み上げられて

いるか省みる必要があります。また、「子どもは、学校に楽しく通っている。」の質問では、「そう思う」「まあまあそう思う」

といった肯定的な回答が９０％近くありました。その一方、「分からない」といった回答が５％近くあるので、学年だより

やホームページをより充実させるだけでなく、学校支援ボランティアさんや保護者の方に授業に参加してもらう機会を

増やし、開かれた学校づくりを進めていきます。 

「困ったことがあったとき、先生に相談できますか。」の質問に対しては、およそ１５％の児童が「あまりできない」「で

きない」と回答しています。来年度からはチーム担任制を取り入れることにより、一人の児童に対してこれまでより多く

の教職員が関わるような体制を整え、児童が相談しやすい環境づくりを進めていきます。 

 

 

 

 

感染防止対策を講じながら、さまざまな行事やイベントを実施してきました。その中でも、児童会主体のイベントや

各学年で主催してのイベントを多く行うことができました。昨年よりもイベントのバリエーションが増えたことや、自分た

ちで考えたことを実施できたことで、学校は楽しいと感じる児童が多くなったのだと考えられます。しかし、その反面

「そう思わない」と答えている児童もやや増加しています。上記のような活動の中で、失敗の経験や、上手くいかなか

った経験をする児童もいたことが理由だと考えられます。また、保護者の方への「子どもは、学校に楽しく通ってい

る。」の質問では、肯定的な回答の割合が増加しています。行事やイベントの増加とともに、学年便りやホームページ

等で学校の様子を知っていただけたことが増加の要因だと考えられます。今後も引き続き学校の様子をお伝えしてい

きます。 

「困ったことがあったとき、先生に相談できますか。」の質問では肯定的な回答が５％程度増加しています。昨年 



 

 

 

 

 

「学校の勉強がよくわかりますか。」「子どもは、学校の勉強がよくわかっている。」という２つの質問について、多少

の差異はあるものの８０％以上が肯定的な回答となっています。特に児童については６０％程度が「わかる」と回答し

ており、学校での授業に前向きに取り組み、達成感を味わうことができているのではないかと考えられます。来年度か

らは教科担任制を取り入れ、教師の専門性をさらに高めるとともに、一人ひとりの児童に寄り添った授業づくりをより一

層進めていきます。 

忘れ物や宿題に関する質問では、８５％以上の児童が肯定的な回答をしているものの、保護者の結果とは少し差

が見られます。今後も学校では学習習慣を身につけられるよう努めていきますので、家庭でも引き続きコミュニケーシ

ョンを取りながら児童の様子を見守っていただければと思います。 

「本をよく読みますか。」という質問では、肯定的な回答の割合が多い一方、「あまり読まない」「読まない」という回答

も２５％程度あります。今後も学期ごとに実施している読書週間の取り組みを継続させていくとともに、図書ボランティ

アの方の力も借りながら、児童が活用しやすい図書室の環境整備をすすめていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 昨年度同様、教職員や児童の人権意識を高める活動として学期に一度「人権啓発週間(ハートハッピー週間)」を

設定しました。それとともに、特別活動の取り組みを通して、児童が課題に対して自分の思いを伝えるだけでなく、意

見を聞くことで、相手を尊重し思いやるといった姿勢が育まれています。また、全学年での縦割り掃除や、清南オリン

ピックなどの異学年で交流する行事もおこなわれ、低学年から高学年まで一緒になって助け合いながら活動する様

子が見られました。その結果、「友達を大切にしていますか。」については約９７％の児童が「している」「まあまあして

いる」と回答しています。今後も引き続き、自己肯定感を高めるような働きかけや、思いやりを育む人権教育を行って

いきます。 

 保護者アンケートの結果に関しては、「子どもは、周りの人に思いやりや感謝の心を持って接している。」と「学校は、

やさしさと思いやりのある子どもを育てようとしている。」の項目について、80％以上が肯定的な結果となりました。職

員の人権研修会では、人権に対する知識を深めるだけでなく、人権学習の実践についても交流し、児童に対しての

人権教育にもつながるよう取り組んでいます。今後も引き続き、児童が人権意識を高められるよう、また、安心して学

校生活を送ることができるように努めます。そして、ホームページや通信等で保護者の方にも取り組みの内容をお知

らせし、家庭や地域と連携しながら人権教育をすすめていきます。 



 

 

 

 

 

  

 

「早寝、早起きをしていますか。」の質問から、およそ１／３の児童が睡眠を十分に取れていないと感じているようで

す。今後はほけんだよりなどを活用し、小学生には９時間から１２時間睡眠が必要なことや睡眠の大切さを伝えていき

ます。一方、「朝ごはんを食べていますか。」の質問から、朝ごはんを食べる習慣が身についている児童が９０％以上

いることが分かりました。保護者の方にご用意いただいているからこその結果だと考えられます。また、保護者アンケ

ートの「子どもは、規則正しい生活をしている。」の質問でも、約８０％の肯定的な意見が見られます。引き続き、学校

でも朝ごはんや睡眠の重要性について指導していきます。 

「学校は、体力づくり、健康の保持について指導している。」の質問について、水泳や全校で行う運動会が開催さ

れ、本格的に学校活動が再開されたことで、肯定的な意見が多いのではないかと考えられます。今年度は体育の授

業以外にも、委員会活動を通してスポーツ大会の開催など、休み時間を活用した取り組みを行いました。次年度以

降も児童が楽しみながら体力づくりができるように努めます。また健康の保持についても知識の定着、実践力が強化

できるように指導していきたいと考えます。 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 あいさつの質問では、児童アンケートと保護者アンケートの結果に大きな差があることがわかります。「自分から進ん

であいさつをしていますか。」いう質問に「している」と答えた児童が６０％を超えているのに対し、保護者の方は２０％

ほどしか「そう思う」と感じていないことがわかります。また「あまりそう思わない」、「そう思わない」と感じている保護者が

３０％以上を占めています。相手に届くあいさつができるよう、その意義について再度確認していきたいと思います。さ

らに毎日行っている「あいさつ運動」の運用方法も児童会を中心とした子どもたちと相談し、校内だけでなく地域に向

けてもあいさつの輪を広げられるよう見直していきます。 

社会のマナーやルールの質問についても、児童と保護者のアンケート結果に少し差があります。子どもたちの社会

は今後どんどん広がっていきます。学校は保護者や地域の方と連携し、変化が大きい社会に通用する力を育むため

の教育活動に努めます。 

「学校のそうじをがんばっていますか。」という質問は、肯定的に答えた児童が大半を占めています。来年度は、そ

うじでは毎日ではなくなりますが、引き続き一生懸命取り組んでいけるように指導していきます。「学校は、子どもが安

全な学校生活を過ごせるよう努めている。」という質問については肯定的な意見が多いですが、「そう思わない」と答え

た保護者の方がおられることも忘れず、児童が安全に安心して登校できる学校づくりに努めていきたいと思います。 



 

 

「学校の様子がよくわかる。」の項目では、「そう思う」「まあまあそう思う」の回答が７９％でした。学校ホームページを

リニューアルし、頻繁に更新を行っておりますので、学校の様子についてはそちらをご覧いただければ幸いです。ま

た、学校行事以外にも子どもたちの様子がわかる機会を今後検討していきます。 

 「子どものことについて、学校に相談できる。」の項目では、「そう思う」「まあまあそう思う」で８５％の回答がありまし

た。ほとんどの保護者の方が子どものこと等について、気軽に担任に相談していただいていることが分かりました。相

談いただくことで子どもたちがより安全、安心に過ごせる学校になると考えます。今後も何かありましたらすぐに相談い

ただければと思います。また、今年度は、１１月より教職員の勤務時間の見直しのため、学校への電話連絡時間が１７

時までとなりました。そのため、学校へのご相談は、連絡帳やお時間のあるときに、お電話でお伝えいただければ担

当者から連絡いたしますので、ご理解とご協力をよろしくお願い致します。 

 「様々な取り組みや行事を通して、学校・家庭・地域が連携し、子どもの教育に当たっている。」の項目は「そう思う」

「まあまあそう思う」で７７％の回答になりました。本校では、今年度より保護者の方を中心とした、学校支援ボランティ

アにご協力をいただいております。内容としては、校区内の校外学習や授業でのサポート、清掃活動などをお願い

し、これまで以上に保護者や地域の方々と連携する機会が増えました。そうした活動風景は学校ホームページでもご

紹介させていただいていております。また、学校支援ボランティアの新たなご参加も募集しております。参加可能な方

はご連絡いただけると幸いです。学校としては、こうした活動をより一層生かせるように活動内容を見直しながら、学

校・家庭・地域で連携して、子どもの教育に当たっていきたいと考えております。 

 ３つの項目を通し、今年度は学校・保護者・地域との連携のあり方が大きく変化しました。こうした変化の中で出た成

果と課題を見直しながら、新しい時代のよりよい連携方法を考え取り組んでいきます。 

 


